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室内実験における流体圧入で誘発される微小破壊の研究
直井誠（京都大学 防災研究所）

ポイント
･ 紫外線をあてると発光する樹脂を用いて水圧破砕を行い，それによって生じる微小破壊を測定すること
で，造成亀裂の詳細形状・亀裂進展が観察できる室内実験を行った．

･ 微小破壊が放射する波形を24個のAEセンサにより10 MHzサンプリングで連続収録した．収録装置の
進化により，このような大量のデータの連続収録が可能となった．

･ 設置の影響による特性変化の考慮が難しいというAEセンサ特有の問題を解決し，地震学で行われている
ような震源メカニズム，絶対規模，コーナー周波数推定を実現した． 

･ 機械学習を利用して大量のAEの震源メカニズムを求め，既存亀裂と流体の相互作用がどのような微小破
壊活動を起こすのかを明らかにした． 

･ 水圧破砕実験では，通常の地震に比べて低周波が卓越するイベントが多く発生していることがわかった．
震源域の高い間隙圧が原因である可能性がある． 

･ 機械学習を利用することで，室内実験におけるAEカタログを大きく改善できることがわかった．
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